
 

 

 
 

令和元年 10月 23日 

      愛  媛  大  学  

 

「公開企画展 記憶の中の旧二宮幸巳邸」 

－愛媛大学学生が地域と協働で旧二宮邸を活用し 

小田の林業の歴史を伝える公開展示会を開催－ 

つきましては、広く周知いただきますとともに、是非取材くださいますようお願いいたします。 
 

記 
 

「公開企画展 記憶の中の旧二宮幸巳邸 

    －知ってほしい、二宮邸のコト、小田のコト－」 

■日時 

2019年11月２日（土）10：00～16：00 

   11月３日（日）10：00～16：00 

   11月４日（月）10：00～15：00 

※会場では、大学生による展示パネルの解説やお茶のおもてなしを実施し  

ています。 

■場所 二宮邸（内子町小田 360） 

問い合わせ 小田自治センター／0892-52-3117 

※トイレ及び駐車場は、小田自治会館（内子町小田 343）をご利用ください。 

■実施者 

 愛媛大学社会共創学部井口梓研究室 

 (愛媛大学伊予銀行寄付講座を使用) 

協力：内子町小田自治センター 

 

※送付資料２枚（本紙を含む） 

愛媛大学社会共創学部井口梓研究室では、内子町小田自治センターと連携し、小田の生

活文化の継承に向けて、貴重な民具や暮らしの記録収集・公開に取り組んでいます。この

度、プロジェクトの一環として、小田深山の森林鉄道の古写真の記録収集や林業に関する

聞き取り調査の成果を踏まえ、「企画展示 記憶の中の旧二宮幸巳邸」と題して、旧二宮

邸（旧二宮製材所）の一般初公開と森林鉄道に関する調査成果の文化展示を企画・実施に

取り組み、旧二宮邸の今後の活用の可能性を探ります。 

旧二宮邸は、2018年に内子町に寄贈されました。二宮幸巳氏は、旧小田町・町村で製材

所を経営し、松山聖陵高校の創設者でもあります。旧二宮邸を通して、林業とともに歩ん

だ小田の歴史にふれていただければ幸いです。 

本件に関する問い合わせ先 

愛媛大学社会共創学部 

井口 梓（いぐち あずさ） 

TEL（FAX）：089-927-9290 

Mail：iguchi@ehime-u.ac.jp 

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学 

  

PRESS RELEASE  



11月２ ３ ４土 日 祝

時間： 10 ： 00 ～ 16 ： 00 （最終日は 15 ： 00 まで）
場所 ：旧二宮邸 （喜多郡内子町小田 360） 入場無料

主催 ：愛媛大学社会共創学部井口研究室 （愛媛大学伊予銀行寄付講座）

協力 ：内子町小田自治センター
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内子町
文化交流センター※駐車場は小田自治会館（内子町小田 343）をご利用ください（台数に限りがあります）

※邸内でお茶やコーヒーのおもてなし（無料）を実施しています。ぜひお越しください。

この家に、 かつて二宮幸巳とその家族が住んでいました。
彼は二宮製材所を経営し、 この地の優れた木材を加工流通させ
小田の林業を支えました。 教育の重要性を説き、
松山聖陵高等学校をつくりました。
この家は、 小田の林業の歴史と文化を伝える大切な場所です。
当日は小田深山森林鉄道の古写真も展示しています。
知ってください。 二宮邸のこと、 小田のこと。

記憶の中の旧二宮幸巳邸

公開企画展
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